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皆様のご健勝とご多幸をお祈りするとともに、 本年もさらなる

ご支援ご指導の程、どうぞよろしくお願い申しあげます。 
年末年始はいかがお過ごしでしたでしょうか。今年のお正月は晴れてとても気持ちのいい日が続

いたので、初詣やお出かけなどしやすかったかと思います。始業式後に全ての教室に行ったのです

が、子ども達は冬休みにあったことを担任の先生や友達にたくさん話していました。子どもたちは

大いに冬休みを満喫したことと思います。その分、保護者の方々は、何かと手がかかり大忙しだっ

たかもしれません・・・。そのお陰で、冬休みに家庭でタップリと愛情を受けた子どもたちは始業

式から元気いっぱいでした。箕輪小学校に２週間ぶりに活気が戻って来ました。パワー全開！大変

にぎやかです。新年からそのような光景を見ることができ、とても嬉しく思います。教職員も２週

間でパワー充填できました！２０２０年も教職員一同、みのわっ子のために全力を尽くしてまいり

ますので、よろしくお願いいたします。 

 

【マラソン練習】 

 1月２３日（木）に行われますマラソン記録会に向けての練習を１４日（火）より始めます。

学校教育目標のひとつである【野に咲く花のようにしなやかにたくましく粘り強い子】を育成す

る実践です。教育目標についてはホームページを参照ください。（新年ということでホームページ

のトップ画面もリニュアールしました、ぜひご覧ください。） 

 

【始業式の話～目標を持って努力をしよう】 

新しい年になって初めて会ったので、全員で新年の挨拶をしました。『明けまして、おめでと

うございます!!』と言った後に、友達の顔を見て『 今年も、宜しくお願いします。』と挨拶をし

ました。 新しい年にふさわしい明るく元気な挨拶ができました。子ども達の元気で明るい顔を見

ることができ、元気な声を聞くことができて、大変嬉しいです。 

始業式では、元旦の話、３学期の話、オリンピックの話をしました。 

新しい年の始まり元旦に今年の目標を決めた人は手を挙げてくださいと聞いたところ、低学年

は手が挙がりましたが、中・高学年はほとんど手が挙がりませんでした。少し残念でした。子ど

も達には始業式が終わってからしっかりと今年１年の自分の目標を立てるように話をしました。 

次に、三学期は 51日ととても短いですが、クラス・学年のまとめとして大切な時期です。自分

がクラスにできることをしっかり考えて、とってもいいクラス、最高のクラスになるように努力

するように話をしました。また、３学期は次の学年への準備の期間なので４月にはどんな自分に

なっておきたいのか、学校での目標をたて、その目標に向かって努力して欲しいと話しました。 

 最後に、今年はオリンピック・パラリンピックがあり、世界中の選手が素晴らしい競技をし、

その姿に私たちは感動すると思います。その選手たちは初めから才能がある人ばかりではなく、

努力に努力を重ねて素晴らしい競技ができるように頑張ってきた人達であることを見てほしいと

話をしました。 

３つの話を通して、『努力』は必ず自分に返ってくる。『努力』は裏切らない。『努力』をし

ないと何も残らない。「目標をしっかりと決め『努力ができる人』になってほしい」と締めくく

りました。ご家庭でも、子ども達の目標の設定・日々の努力にご協力お願いします。  



＊記載漏れ等あることもございます。 

各学年通信（たより）においてもご確認ください。 

 

１月 行事予定 
始業式の挨拶をする時に、『元旦』『元日』こ

の違いが不安だったので、あらためて調べてみま

した。 

「元日」はその年最初の日、つまり、1月1日の

ことを指します。1月1日の0時0分から23時59

分の24時間ですね。法律でも、年初の国民の祝

日とされており、正式な呼び方として「元日」が

採用されています。 

一方、「元旦」は諸説ありますが、1月1日の

朝、午前中を指すと言われており、「元日」の朝

が「元旦」というのが本来的な意味のようです。

「元旦」の「旦」の時は、地平線・水平線から太

陽が昇ってくる様子、つまり日の出を表している

といわれることからも、朝を意味すると考えるの

が一般的だそうです。 

現代では、「元日」と「元旦」の違いを意識せ

ず、同じ意味として捉える向きもありますが、厳

密には以上のような違いがあるため、全く同じで

はないようです。始業式では、『元旦』『元日』

を使い分けて話をしました（子ども達はこの使い

分けに気が付いてくれたでしょうか）ちなみに、

子ども達にも話しましたが、私は毎年元旦に昇っ

てくる太陽にお願いをし、目標を立てています。 

始業式で、干支の話をしようと思いましたが、

子ども達に向けての話としてはあまり適切ではな

いので、保護者の皆様と共有したいと思います。 

子年は十二支の最初なので、子年は新しい運気

のサイクルの始まりと言われ、未来への大いなる

可能性を感じさせる年だそうです。また「子年は

繁栄」という格言があり、景気が良くなると言わ

れているようで、東京オリンピック・パラリンピ

ックによる経済効果を考えると、その格言もあな

がち間違いではなさそうです。 

子年の保護者の皆様もいらっしゃると思いま

す。「ねずみ＝寝ず身」とされ、真面目にコツコ

ツと働く人が多いようです。私も子年生まれで、

今年で六回目の年男になるようです。共に頑張り

ましょう・・・「６回目？校長先生は７２歳？」

と思われた方もいらっしゃると思いますが、もう

少し若いです。数え方が生まれた年を数える。生

まれた年が１回目の年男となるようです。生まれ

た年を大切にするという考えのようです。 

校長コラム 


